
2020 年度事業報告 

（2020 年 4 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日まで） 

東海市民社会ネットワーク 

 

１ 新型コロナ関係事業 

（１） 要望書の提出等 

① 「新型コロナウィルス緊急事態宣言に伴う東海地域の緊急経済支援策等におけるNPO 等多  

 様な市民活動への支援措置に関する要望書」の提出 

            ・３県知事、名古屋市長あて（資料１） 

      ・愛知県知事・名古屋市長あて（資料２） 

② 「休眠預金等活用法の暫定措置に関する要望書」の賛同団体となる（5月 9日） 

 

（２） ＮＰＯが抱える現状把握 

① 各県における現状把握 

各県において NPOに対する調査が実施された 

  愛知県 NPO法人ボランタリーネイバーズが独自に実施 

  岐阜県 NPO法人ぎふＮPOセンターが独自に実施 

  三重県 NPO法人みえＮPOセンターが三重県と共同で実施 

② 東海地域における取組の共有 

      ・情報共有会「新型コロナに対して東海地域の市民社会は何ができるか」（6 月 14 日） 

       （資料３） 

 ・東海市民社会ネットワークの幹事会を通じた情報共有 

 

２ 独自事業の模索 

   ３県独自にＳＤＧｓに関連する取組みを進め、そこから東海市民ネットの方向性を探った。 

   その中で以下の取組みが行われた。 

① 愛知県幹事会を中心に、在住外国人の実態調査や、技能実習生をはじめとする外国人

支援についてＪＩＣＡ中部協議会での協議が行われた。 

② 災害支援を切り口にする多様な分野の連携について、岐阜県の取組みを中心に情報交

換や協議を行った。 

 

３ 関連事業への参加・協力 

（１） きれいな水といのちを守る全国集会 

＊コロナ対策のため本格実施は次年度に延期になり、次年度に向けた頭出しとして、オン 

ラインによるシンポジウムが実施された。 

・主催  きれいな水といのちをまもる全国連絡会 

     ・日程  10月 10日 

     ・テーマ 流域思考と防災・外国人 



 

（資料１） 



 

（資料２） 



（資料３） 

 


